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命 を 守 る ～水難救助訓練講習会～

６月３日に，消防局の職員の方々を講師に招き，水難救助訓練講

習会を実施しました。ＰＴＡ保体部を中心に，保護者と６年生の子

どもたちも一緒に心肺蘇生法やＡＥＤの使用法を学びました。

この救助法は，水難事故だけでなく，ス

ポーツや日常生活でも身近な人の命を救う

ことになるかもしれません。あわてず対応

するためにも，機会があるたびに繰り返し

講習会に参加することが大切です。

校内読書週間「６月１６日～２０日」（読み聞かせボランティア）
ＰＴＡ研修部を中心に，朝読書の読み聞かせに協力してくださり，あ

りがとうございました。本校では，年間の様々な読書活動を通して，豊

かな心・情操を育んで参りますので，今後ともご協力をよろしくお願

いします。

日置市はおひさま運動の中で，読書活動を推進しています。

『ひろげよう読書 感動あふれる学びの町』

家庭や地域でぜ

ひ読書の機会を設

けてみんなで読書

活動に取り組みまし

ょう。

各公民館長・各自治会長
主任児童員・民生委員
地域のスクールガード
学校評議員・全保護者
地域ＰＴＡへのご参加について(依頼)
伊作小ＰＴＡでは，子どものことについて地域の情報交換

の場として，夏休みに地域ＰＴＡを開催します。
御多用の折とは存じますが，ぜひご参くださいますよう

よろしくお願いします。

月 日 地 域 自 治 会 会 場 時 刻

伊作北 西本町 東本町 坂元 伊作地区公民館
２２
(火) 吹上 入来 西原 入来浜 吹上地区公民館 各地区とも

今田

湯之元 小牧 湯之元 南湯之元 吹上中央公民館 20:00
７ ２３ ～

（水） 伊作南 緑ヶ丘 宮坂 窪田 上 伊作地区公民館 21:30
中之里 下中之里

宮内 中津 東宮内 西宮内 伊作地区公民館
２４ 南宮内
(木) 藤元 野首 平鹿倉 藤元 野首 藤元地区公民館

平鹿倉 上与倉 下与倉 赤仁田

の皆様へ

地区研究公開（道徳）「 思いやり」を育てるために
巻頭でも述べましたが，６月 18 日(水)に研究公開を行いました。１年間

かけてこの日のために話合いや他クラスでの模擬授業を重ね，全職員で取り

組んできた研究実践を公開するものでした。

校内の各所に「思いやりの花畑」，正面玄関内には「ありがとうカード」

が掲示され，児童間だけでなく保護者どうしの感謝コーナーにもなっていま

す。ご来校の際は，ぜひご記入，ご覧ください。中学校との円滑な接続，連

携・協力を意識し，吹上中学校でも山川教諭が授業をさせていただきました。

ＰＴＡからも執行部を中心として当日，小雨の中での路上案内，駐車場誘

導，来校者接待等をお手伝いいただきました。終了後の感想に「ＰＴＡの温

かい対応がありがたかったです。」「ＰＴＡの協力がうらやましいです。」と

の声をいただきました。本当にありがとうございました。

また，保護者の皆様から，道徳の取組に対して，「ありがとうという言葉

が増えました。」「思いやりのある社会をつくるのは，法律ではなく道徳だと

思います。特に，子どもの頃に習った考え方は大人になっても心の奥に残っ

ています。今すぐは実践できなくても 20 年後，30 年後まで心に残るような
取組を期待します。」という言葉もいただきました。

研究実践はまだ始まったばかりです。いただいた意見・感想をもとに，よ

り一層，道徳教育の充実を目指そうと職員一同，思いを新たにしているとこ

ろです。今後ともご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。
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れ
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。
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Ｔ
Ａ
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習
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
内
容
的
に
も

子
ど
も
た
ち
の
き
び
き
び
し
た
動
作
、
最
後
ま
で
頑
張
り
抜
く
姿
な
ど
、

静
と
動
の
メ
リ
ハ
リ
の
き
い
た
運
動
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

運
営
に
お
き
ま
し
て
は
、
Ｐ
Ｔ
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け
に
至
る
ま
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皆
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。

皆
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ご
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に
よ
り
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所
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あ
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た
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・
学
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集
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く
り
と
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お
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ま
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と
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正
に
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「
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実
感
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せ
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れ
る
一
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し
た
。

六
月
十
八
日(

水)

は
、
地
区
内
外
か
ら
約
百
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十
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。
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。
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育
の
大
切
さ
と
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
修
を
深
め
ま
し
た
。

研
究
に
当
た
っ
て
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と
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て
。

小
中
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携
や
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、
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の
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携
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ら
、
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追
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き
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。
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」
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速
取
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入
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、
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た
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が
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に
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れ
る
」
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。
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。

こ
の
二
大
行
事
を
通
し
て
、
ご
苦
労
を
強
い
る
こ
と
も
あ
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が
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が
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ま
と
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く
の
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き
、
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で
い
っ
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で
す
。
本
当
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福永教諭による研究発表

校長余談「いも焼酎の魔力」
祖父は，大黒柱を背に誰より早く

夕食をとった。“だいやめ”に，焼
酎のお湯割り一杯。湯飲みに，母が
少量の焼酎をお湯で割った上，砂糖
を混ぜる。熱さと甘さは，一杯だけ
の焼酎を楽しむ知恵だったかもしれ
ない。しかし，湯飲みを運ぶ私には，
鼻をつく芋の臭いと裏腹に，祖父の
旨そうな赤ら顔が不思議だった。
当時，小麦粉を水で練った餌でフ

ナ釣りに夢中だった。試しに焼酎で
練った餌を付けたら，入れ食い状態
でフナが釣れた。不思議な魔力だ。
今では，体を癒やし，人の心をつ

なぐ魔力が手放せない。(程々に)


